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　 Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 6 3 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 0 0 １ ２ ３ Ａ 　 　 　
　 Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 1 8 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｃ 3 8 / 0 0 ３ ０ １ Ｕ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｃ 3 8 / 0 0 ３ ０ １ Ｔ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｃ 3 8 / 6 0 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 月 6 日 ( 2 0 2 3 . 1 . 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 板 を 冷 却 す る 焼 入 れ 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 金 属 板 を 冷 却 流 体 に よ っ て 冷 却 す る こ と で 焼 入 れ を 行 う 冷 却 装 置 と 、
　 前 記 金 属 板 の 表 面 側 及 び 裏 面 側 の そ れ ぞ れ に 設 置 さ れ 、 前 記 金 属 板 の 厚 み 方 向 に 焼 入 れ  
前 の 前 記 金 属 板 を 押 し 込 む 形 状 矯 正 ロ ー ル と 、
　 焼 入 れ 前 の 前 記 金 属 板 の 形 状 に 基 づ い て 、 前 記 形 状 矯 正 ロ ー ル の 押 し 込 み 量 を 設 定 す る  
押 し 込 み 制 御 装 置 と 、
　 を 備 え る 焼 入 れ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 押 し 込 み 制 御 装 置 は 、 焼 入 れ 前 の 前 記 金 属 板 が 表 面 側 に 凸 の 反 り 形 状 で あ る 場 合 に  
は 前 記 金 属 板 の 表 面 側 の 前 記 形 状 矯 正 ロ ー ル を 押 し 込 み 、 焼 入 れ 前 の 前 記 金 属 板 が 裏 面 側  
に 凸 の 反 り 形 状 で あ る 場 合 に は 前 記 金 属 板 の 裏 面 側 の 前 記 形 状 矯 正 ロ ー ル を 押 し 込 む よ う  
に 制 御 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 焼 入 れ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 焼 入 れ 前 の 前 記 金 属 板 の 形 状 を 測 定 す る 形 状 測 定 装 置 を 更 に 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 焼  
入 れ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 形 状 測 定 装 置 は 、 前 記 金 属 板 の 反 り 量 を 測 定 す る 機 能 を 有 し 、
　 前 記 押 し 込 み 制 御 装 置 は 、 測 定 し た 前 記 金 属 板 の 反 り 量 を 押 し 込 み 量 に 設 定 し て 前 記 形  
状 矯 正 ロ ー ル を 押 し 込 む よ う に 制 御 す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 焼 入 れ 装 置 。



10

20

30

40

50

JP WO2023/042795 A5 2023.8.22(2)

【 請 求 項 ５ 】
　 表 面 側 及 び 裏 面 側 の 前 記 形 状 矯 正 ロ ー ル は 、 中 心 軸 間 距 離 が １ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ０ ０ ｍ  
ｍ 以 下 に 設 置 さ れ て お り 、 前 記 冷 却 装 置 に よ る 冷 却 開 始 点 と 前 記 形 状 矯 正 ロ ー ル と の 距 離  
は ５ ０ ０ ｍ ｍ 以 内 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 焼 入 れ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 焼 入 れ 装 置 を 、 均 熱 帯 の 出 側 に 備 え る 連 続 焼 鈍 設  
備 。
【 請 求 項 ７ 】
　 金 属 板 を 冷 却 流 体 に よ っ て 冷 却 す る こ と で 焼 入 れ を 行 う 焼 入 れ 方 法 で あ っ て 、
　 焼 入 れ 前 の 前 記 金 属 板 の 形 状 を 把 握 し 、
　 把 握 し た 前 記 金 属 板 の 形 状 に 基 づ い て 、 前 記 金 属 板 の 表 面 側 及 び 裏 面 側 の そ れ ぞ れ に 設  
置 さ れ た 形 状 矯 正 ロ ー ル に よ っ て 前 記 金 属 板 を 厚 み 方 向 に 押 し 込 む 焼 入 れ 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 金 属 板 を 厚 み 方 向 に 押 し 込 む 際 、 焼 入 れ 前 の 前 記 金 属 板 が 表 面 側 に 凸 の 反 り 形 状 で  
あ る 場 合 に は 前 記 金 属 板 の 表 面 側 の 前 記 形 状 矯 正 ロ ー ル を 押 し 込 み 、 焼 入 れ 前 の 前 記 金 属  
板 が 裏 面 側 に 凸 の 反 り 形 状 で あ る 場 合 に は 前 記 金 属 板 の 裏 面 側 の 前 記 形 状 矯 正 ロ ー ル を 押  
し 込 む 請 求 項 ７ に 記 載 の 焼 入 れ 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 金 属 板 の 形 状 を 把 握 す る 際 、 前 記 金 属 板 の 反 り 方 向 と と も に 反 り 量 を 把 握 し 、
　 前 記 金 属 板 を 押 し 込 む 際 、 前 記 金 属 板 の 反 り 量 を 押 し 込 み 量 と し て 前 記 形 状 矯 正 ロ ー ル  
を 押 し 込 む 請 求 項 ８ に 記 載 の 焼 入 れ 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ７ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 焼 入 れ 方 法 で 前 記 金 属 板 で あ る 鋼 板 の 焼 入 れ を 行  
う 鋼 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 鋼 板 の 製 造 方 法 で 製 造 し た 冷 延 鋼 板 に め っ き 処 理 を 行 う め っ き 鋼 板  
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 め っ き 処 理 が 、 溶 融 亜 鉛 め っ き 処 理 、 電 気 亜 鉛 め っ き 処 理 及 び 合 金 化 溶 融 亜 鉛 め っ  
き 処 理 の い ず れ か で あ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の め っ き 鋼 板 の 製 造 方 法 。
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